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新たなステージに向けた「未来志向の取組」
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○ 福島特措法に基づく復興再生拠点等を対象として、「町全体の復興と低炭素化の両立」に向け

た取組を推進するためのフィージビリティー・スタディーを実施予定β。

○ 具体的には環境回復事業と連携しつつ、低炭素の視点を最大限ビルトインした町の復興の絵

姿を描き、各種事業によるCO2削減効果の評価や、事業の実現可能性の検証を実施。

β2018年度新規事業：【低炭素・資源循環「まち・暮らし創生」FS事業（エネルギー特別会計：予算額２億円）】

まち・暮らしの創生に関わる多様なプロジェクトの発掘に向けたフィージビリティー・スタディーを実施予定


























































